
よく寄せられる質問 
                      福島県立郡山萌世高等学校（定時制） 

Ⅰ 入試関係 

 

１ 現在、不登校傾向で保健室登校しているが、そのような子どもでも入学は可能か。 

 

  本県の選抜方法については、身体の状況については、特に就学不能と認められる者を 

除いては差等を付ける資料としないとなっています。 

  入試の公平性・平等性の観点から、選抜を行っています。 

  １ 保護者と生徒のみなさまへ 

  「自己申告書」がありますので提出してください。 

   ※自己申告書は不登校による欠席日数が１年間で３０日以上の者としていますが、

３０日未満の日数であっても希望する者は提出することができます。 

 ２ 中学校の先生方へ 

   長欠や保健室登校等がある場合には、出来れば、調査書に理由を明記してください。 

  診断書提出の必要はありません。もし発達障がいなどがあれば、そのことも記載して 

  いただければ本校としては助かります。 

 

２「自己申告書」の記載内容について、アドバイスがあればいただきたい。 

   長期欠席がある場合は、診断書などで考慮はしてもらえるか。 

 

  正直に、事実をありのまま申告してください。医師による診断名があれば、病名等も 

 記載してください。 

  提出書類の記載内容に事実と相違している点が判明したときは、合格を取り消すこと 

 もあります。 

 

３ 発達障がいでコミュニケーションがうまくとれない。面接で考慮いただけるか。 

 

    入試で配慮すべき事があれば、「受験上の配慮申請書」を中学校へご提出ください。

中学校の校長先生をとおして、「生活・学習の様子、配慮等に関する説明書」にもとづ

いて「受験上の配慮に関する通知書」をお送りいたします。他の受験生と不平等になら

ないことを前提に、可能な範囲で対応します。 

 

４ どのような生徒を望みますか。 

 

    本校生徒となる大前提は、これまでの学習歴や能力にかかわらず、高校で学びたいと 

 いう「主体的に学ぶ意欲」です。 

    また、本校は社会のルールを本校のルールとしていることから、「自らの生活を律す

ることができる向上心」を持っていることです。それは、他の学年制をとる多くの学校

以上に、単位制である本校で求められていることです。 

    本校は、多様な生徒がその学習歴に応じて、また、それぞれの生活時間に合わせて  

学ぶことのできる学校として創設されました。 

    以上のことから、本校の「志願してほしい生徒」の資質として、「自分の将来につい

ての明確な目標を持ち、それを実現するための基礎的な学力と学ぶ意欲を有する生徒を 

求める」としています。 



 

５ 特色選抜はどのようなものですか。 

 

  特色選抜とは、「志願してほしい生徒像」に応じた自分の志願したい高等学校を主体

的に選択し出願できる選抜です。 

 本校の特色選抜では、上記４を踏まえて、次のような生徒を求めています。 

   昼間主コース：部
（注）

活動以外でこれまで実践してきた活動を、学業と両立させながら

継続し発展させる意欲を有する者 

   夜間主コース：働きながら学ぶ意欲を有する者（アルバイトを含む） 

  なお、選抜は学力検査、特色選抜志願理由書、調査書、特色面接を資料として行いま 

す。また、募集定員枠は、昼間主コースは１０％程度（１２名程度）、夜間主コースは

５０％程度（２０名程度）です。 

 

（注）部活動以外でこれまで実践してきた活動とは、本校生が実践してきた次のような

活動をイメージしています。 

    ヴァイオリン、ロッククライミング、詩吟、タップダンス、俳優、将棋、ボラ

ンティア活動 

 

 

Ⅱ 在籍関係 

 

１ ３年間で卒業する生徒はどのくらいいるか。 

 

    昼・夜間主コース共通の授業(５・６校時)を受けることで、３年間で卒業する必要な 

 単位を取ることができます。ほとんどの生徒が３年間で卒業しています。また、４年間 

 で卒業する生徒はその年次の約９％です。 

 

 ２ 入学後のコース変更は可能か。 

 

    入学後に夜間主コースから昼間主コースへなどのコース変更はできません。 

 

 ３ 定時制から本校通信制への転籍は可能か。 

 

   年度末から６月にかけて、通信制へ転籍することは可能です。 

   ただし、それ以外の時期の転籍はできません。通信制のどの学年に転籍できるかは、

それまでに修得している単位数により決まります。転籍試験は書類審査と面接試験があ

りますが、必ず合格するとは限りません。 

 

 ４ 他校からの転入はできますか。 

 

    原則として、在籍定員に欠員があり、保護者の転勤などに伴う一家転住が理由である

場合に、転入学試験を実施しています。試験科目は国語・数学・英語及び面接です。 

 

 



Ⅲ 進路関係 

 

１ どのような進路に力を入れている学校か。 

 

    平成３０年度卒業生の就職内定率は、１００％です。陸上自衛隊、海上自衛隊も含ん

でいます。 

  また進学は、日本大学工学部、いわき明星大学薬学部、郡山女子大学短期大学部幼児

教育学科、東北工業大学、城西大学、新潟医療福祉大学、県農業短期大学、太田看護専

門学校などに合格しています。 

  一人一人の希望に即して、それぞれの進路希望実現に向けて支援しています。 

 

２ 授業を使って資格取得の勉強はさせてもらえるのか。 

 

    平成３０年度は、英語検定準２級、漢字検定２級、簿記検定３級（全商）、ビジネス

文書２級（全商）、硬筆書写検定３級、フランス語検定５級などの合格者を出しました。

今年度もこれらの他に、情報処理検定、数学検定などに挑戦する予定です。放課後等に

課外や個別指導をしています。 

  なお、在学中に指定された資格を取得した場合は、学期毎に単位認定をしています。 

 

Ⅳ 学校生活 

 

１ 本校の防災等の安全対策について。 

 

    本校の入るビッグアイは、制震構造の建造物です。東日本大震災の際も、建造物に被 

 害はありませんでした。非常階段の使用訓練や災害避難訓練など、ビッグアイの防災セ 

 ンターと連携しながら実施しています。 

 

２ 単位制のメリット、デメリットについて。 

 

 <メリット> 

  ・自分の進路の希望や興味・関心に応じた科目選択ができる。 

  ・自分の学習歴や生活に応じた学び方ができる。 

  ・自分のペースで学習を進めることができる。 

 <デメリット> 

   ・自分の生活管理ができないと単位取得ができず、意味のない学校生活となる可能性 

   がある。 

  ・教室移動が多く、同じメンバーで授業を受けることが少ない。 

  ・主体性がないと科目の選択に迷う。 

 

３ 部活動にはどんなものがあるのか。 

 

  他の全日制とほぼ同様の文化部・運動部があります。グラウンドやプールはありませ

んが、運動部は８F の体育館（アリーナ）を使用して活動しています。部活動の種類な

どは、学校パンフレットやＨＰを参考にしてください。  

 



 

 

４ 修学旅行はあるのか、どこに行くのか。 

 

  毎年２年次生で実施しています。平成２９年度は沖縄、平成３０年度は関西方面、 

今年度も関西方面です。 

 

５ 仕事をしながら通っている生徒は何人ぐらいいるのか。 

 

  定職に就きながら学んでいる生徒は、ここ数年いません。アルバイトをしている生徒 

が４割程度います。 

 

６ 入学時、どの位のお金がかかるか。 

 

 平成３１年度の場合、次のとおりです。 

  ・入学時緒納金（各種入会金、学級費他）       計１７,０００円    

  ・諸会費（後援会費・生徒会費・PTA 会費）          計２８,０００円    

     他に教科書、運動着、修学旅行の経費などがかかります。 

 

７ 給食は誰でも利用できるか。 

 

  ８F に食堂があり、夜間主コースの生徒を対象に食券制の給食を実施しています（任 

 意）。１食 300 円で、事前に申込みをします。業者委託ですが、栄養のバランスを考え 

 た献立を提供しています。 


